
奥多摩町内におけるツキノワグマ対策
□ 町内全域「秩父多摩甲斐国立公園」内で、山中はクマ生息域

□ 最新の東京都環境局調査では、都内のクマは増加傾向

➡登山者の方へ、一番の対策はクマに出会わないこと！
つぎの対策を徹底してください！

① 出没情報を事前確認 ※都くまっぷ・町アプリ参照 ☞

② 熊鈴やラジオなどを携行（可能であればクマ撃退スプレーも）

③ 単独行動を避け、見通しの悪い場所・沢沿いは要注意

※万一、クマに遭遇・襲われたときの行動は ☞

奥多摩町観光産業課

東京都環境局（奥多摩ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ）・環境省奥多摩自然保護官事務所

奥多摩町におけるクマ対策として、町猟友会と連携しパトロール・追い払いのほか、
人家近くで出没を繰り返す場合は捕獲を実施する一方、管理釣場・キャンプ場・バー
ベキュー場などの各観光施設においては、出没の誘因物(食材・油・ごみなど)の管理
を徹底し、万一、近隣での出没時には、獣害対策用花火の打ち上げなどの予防対策も
実施しています。

クマの関する情報を正しく認識いただき、また、山岳事故防止対策も十分に備えて、
奥多摩町の豊かな自然をぜひお楽しみください。
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